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RPA導入推進と「心理的安全性」

■Edmondson(2019) 「心理的安全性」

ありのままの自分でいたり，素の自分を表出することに抵抗を感じない職場チームの風土

例）助けを求めやすい、チャレンジングな挑戦をして失敗をしても咎められない、
仕事上の問題点や違う意見を話題にすることに抵抗感がない など、
対人関係上の恐れがなく、心理的に安全な職場チームの風土のこと

■心理的安全性は，新しいテクノロジーの導入に際しても有効
(Edmondson et al., 2001; Hennel and Rosenkranz, 2021)

新しいテクノロジーを導入するには、いろいろと試行錯誤をしながら、
マシンの稼働と業務プロセス双方がうまく運ぶ方法を、徐々に見出していく必要がある．

よって、試行錯誤が許容され、途中で問題が生じてもそれを遠慮なく共有できたり、
すぐに助けを求めることができる心理的に安全な職場のほうが，

新テクノロジーの導入が進展する.
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「心理的安全性」の現状の限界

■心理的安全性は 特定の職場, チーム，ユニットといった
グループレベルの概念 (Edmondson, 2019, p. 17)．

また、心理的安全性はグループのリーダーによって形成されるとされる.
例）「チーミング」のリーダーシップ（Edmondson, 2012; Edmondson, 2019)

☝しかし、心理的安全性の程度が職場毎にバラついては，
組織全体としてのデジタル化は進みづらい。

☝日本企業では，そもそも職場リーダーや同僚がデジタルツールを忌避したり, 
RPAにより自分の仕事がなくなると思い抵抗するなど、
RPA担当者が自分の職場で心理的安全性を感じて開発できない状況が多々存在。

（リーダーシップのみに頼れない状況）

■この限界を超えるために組織横断プロジェクトにより，
RPA開発担当者の心理的安全性を、職場を越境させて形成する
取り組みを行っている「物流大手T社」に定量調査を行った． 3
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RPAによって，自分の
仕事における考え方やものごとの見方が、
これまでよりも柔軟になったり、改められた。

RPAによって、
自分の仕事における
自分の強みが強化された。

開発上で困ったときに
RPA推進部や他職場社員に
いつでも相談できる

RPA推進部や他職場社員と
開発上の問題点・意見の違い
を抵抗なく話題にできる
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完全媒介(=直接効果は有意にならず)

ﾓﾃﾞﾙ適合度 統計量 適合基準

χ2/df 21.02/18 = 1.17 =<2.0

CFI 0.985 >=0.9

RMSEA 0.059 <0.1
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物流大手T社 調査から (N=48)

①RPA推進部や他職場社員など自分の職場を越境して、
開発上の相談、問題点や意見の表出をできる体制がある程、

②RPA導入によって自己が拡張化されることを認識するようになり、
（※拡張化＝アンラーン、仕事における強みの強化）

③RPA開発申請を推進する

(注)「RPA開発申請書提出枚数」以外は7点尺度(1～7点)で測定
p<0.001***, p<0.01**, p<0.05*

e
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(α=0.90)

0.49**
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(α=0.78)
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本研究の今後

■今回の調査対象者は、業務棚卸・要件定義といった上流工程のみの担当にとどまり、
ロボットを自ら開発していない。自らロボット開発をしている対象者であれば、
パス図が変わる可能性もある。

■１社の「”職場を越境する”心理的安全性」を調査するのではなく、
複数企業のRPAプロジェクトを調査して、データの分散を確保する必要がある。

（パスや因子の精緻化の必要性）
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